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特集

■一部変更になることもあります

編集後記
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今こそ知りたい入学前学習
入学前課題の役割とは　　江本理恵
課題図書で専門職をめざす心構えをつくる　　髙木 誠
入学前からの綿密なやりとりで学生を知る　　金子秀子
専門基礎教育の土台をつくる　　河野恵子
新聞レポートで考える力をつくる　　林 洋子
【特別寄稿】
看護学生への英語教育再考 後編 はじめての看護英語授業とテキスト選び　　迫 和子
【連載】
卒業前の看護実践能力育成への取り組み
　愛知県立大学看護学部「看護の統合と実践」検討プロジェクト・4　　松岡広子
“医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・7　　斉藤奈緒美／石川雅彦
心一文字・12（最終回）　　園家文苑＋水戸優子
ナースよ，リアリストたれ！　中西睦子が語る看護と教育・12（最終回）　　松澤和正／中西睦子
ひろがる災害医療と看護　身につけるべき知識とスキル・13　　高橋由美／石井美恵子
看護はやっぱり面白い !?　アラフォー女子大生の「看護」探求の日々・24　　片山紀子
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・68（最終回）　　榊原優花
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●実習における基礎と臨床の協力体制づくりは，多くの学校が
抱え続けている課題です。かなり昔は，実習を行う施設は学校
ごとにほぼ固定されていましたが，昨今の看護系大学新設ラッ
シュも相まって，実習施設の確保に非常に時間とエネルギーを
割かざるを得なくなり，新たな関係づくりから始める場合も珍
しくなりました。●自治体立の学校も民間病院で実習を行うこ
とが当たり前になったいま，自治体の看護課が果たす役割は重
くなっています。今回の特集でとりあげた 3つの自治体は，多
くの学校を運営していてスケールメリットが出しやすいという
優位性はあるものの，決して他ではまねのできないことばかり
をしているわけではありません。ぜひ，他の自治体も参考にし
ていただいたうえで，学校同士，病院同士の「横のつながり」を
強化していただきたいと願っています。 …大野

●格闘技を習い始めました。これまで「立つ」「歩く」など含め，身体の
動かし方は自己流でやってきたので，正しく動くための訓練はキツい
ですが新鮮です。ありがたいことに，某元世界チャンピオンからの直
接指導もあるのですが，基本的に「もっと普通にバシっとやれ」という
種類の表現しか使われません。でも確かに，自分なりにうまく出来た
際には，「重心移動と腰の回転のズレが 3回前より改善された」では
なく，「あ，少しバシッとやれた」と感じます。そしてうまい人はもっと
普通にやっているように見えます。感覚って不思議ですね。●看護
学校の臨地実習では，あなたたちどうして普通にできないの，という
（心の）声がよく出るようです。自治体が関わり，複数の学校や病院で
話し合う今回の特集もまた，普通を考えるための 1つの方法だと思い
ます。普通は普遍ではないですが，普通もやはり大事ですね。普通
を見直す取り組みを，小誌でも続けていきたいと思います。 …番匠
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